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テゴリを検討するよりも， James (1890)に始まる selfの観点から検討する方が適切
であると思われた。従って， KJ法で抽出されたカテゴリを Jamesのselfの観点から
検討しなおした。
〔研究成果〕
本研究結果は，第8回認知症ケア学会大会で発表された(原田宗忠・西田麻衣子・山
田裕子・国立淳子・杉原百合子・武地一 (2007) 初期認知症患者の不安と自己の
側面.第8回認知症ケア学会プログラム・抄録集， p.300.)。
なお，本研究には，研究代表者，研究分担者の他に，山田裕子(同志社大学社会学部)， 
武地一，国立淳子(ともに京都大学附属病院老年内科)，杉原百合子(同志社大学大学
院総合政策科学研究科)，笹倉尚子(京都大学教育学研究科 D1)，林明日香(京都大学
教育学研究科M2)が研究メンバーとして参加した。
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